
R- (1+W/0)/(1+W/0.)

強磁場におけるSi-MOS反転層のWigner格子

(14)

と表わせるo (13)式からわかる様に電場Fの増加につれ捕獲中心の複原力 ooは減少

し,F>Fc… Y./e銅 では電子は捕獲中心から解放されるo 即わち静止マサツカは
Wigner格子を平衡位置に持ちこたえる事ができなくなって,Wigner格子の全体とし

ての並進運動が起る. Wigner格子のバネの力,Wが ooに比して大きければR-1/C

≫ 1であって,Fcは孤立不純物中心のイオン電場 (～y./eP)よりはるかに小さ

いo実際㌔ -1meV,C～10-2,H～100kG とすれば,Fc～12･3V/cmであるo

この値は ㌔Ⅹ-0の領域が消失するソース･ドレイン電圧の実験値と同程度である｡
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2次元電子系の集団励起とグィグナ一転晶

東北大 ･理 福 山 秀 敏

1. 最近の界面系での実験の進歩により,研究室でウィグナ-結晶を観測する事を現

実的な可能性として議論出来るようになった｡気体と結晶の状態で最も性質が変化する

のは集団励起である｡この点に着目して集団励起スペクト/レを外部磁場をパラメーター

として定め,更に不純物散乱がどのような影響を持っか,即ちピン止め,を微視的に議

論した｡又,最近の川路 ･若林両氏の実験1)に刺戟され,磁場によって結晶状態が誘起

される条件をリンデマン則を用いて調べ,十分可能性があることを結論した｡

2. H-0の場合

i)気体 :集団励起はプラズマ振動であり,次式で決められる｡
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8(q,W)- 1+Biff2H(q,a)- 0
q

q-Oで Q'(q)- (2Hne2q/m)y2となる｡即ち,Q'-0(q-0)であるために

長波長領域では散乱の効果が大きい｡緩和時間,平均自由行程を T,BとするとwT≪ 1,

qB≪ 1で 7T(q,a)は拡散型になり,プラズマ振動は減衰モー ドとなる.

ii)結晶 :調和近似での格子振動の計算は最初,Platzman と著者 2)により次い

でMeissner3)らによってなされたOプラズマ振動の他に横波 wt∝q(q- 0)が存在

する｡結晶状態での散乱の効果も大きい｡即ち,ピン止めが起る｡これを微視的に扱う

ためにはグリーン函数が便利であるo各電子の格子点からの変位をuiとして次式で定

義する｡

1 β 1也,r

cDiW(ij;iwn)= す !β dT B nくTTuip (I)ujy>

ピン止めが弱いとして散乱ポテンシャルを次のように書く｡

U-∑ 叶 Rs,≡ 三 吉eiq'Ri-Rs)wq(q･ui,2i,s

不純物の分布 匝S)が完全に乱雑であると仮定して,平均化されたグリーン函数として

次式を得る｡

cDpy(k,iwn)-1- oDp9y(k,iWnト ∑(k,iWn)

∑Xy(0,0)- ∑yx(0,0)-o

∑xx(0,0)-∑yy(0,0)≡ 002>O

-方,-様な電場に対する電気伝導率は

opy(W)- iQ,e2 ∑ % 〃(ij;a,+iO)
i'j
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2次元電子系の集団励起とウイグナ-結晶

- ia)e2Apy(0,a)+iO)

散乱がない場合はもちろん opy(a))-Ne2/ima)であり完全導体であるが, oo≒ 0

では opp(0)-0となり絶縁体的となるo即ち,格子がピン止めされるo しかし,Q'-Oo
のところでマイクロ波の吸収が起る｡

3. H≒0の場合

この場合の格子振動の数値計算は著者 4)によってなされた｡散乱の効果もH-0 の

場合と同様にとり扱われ,ピン止めが起ると結論された05)但し,a)-0での格子振動

はwc≫ O｡の場合には減衰モー ドとはならない事が主張された｡

4.磁場による結晶化

変位の2乗平均くu2>の磁場依存性を§3.の方法で計算し,リンデマン則を用いて
結晶状態に対する相図をT-0で磁場 ,〟,一電子密度 ,∩,の平面で措いた｡ 仮 りに,

H-140KGで転移が起るとして,nの函数としてリンデマン則のパラメ.一夕-

∂02- <V2>/b2(b:格子間隔)を評価し,n～< 3×103cm-2であれば十分結晶状態

が可能であると結論した.不純物効果及びHockney-Brow6)の計算機実験を考慮する

と上のnの評価はもう少し大きい可能性がある｡
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